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理事長コラム

理
事
長
コ
ラ
ム〝
世
界
を
生
き
る
〞

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長
　菅
谷 

定
彦

日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑬

　
日
本
経
済
新
聞
工
業
部
（
の
ち
産
業
部
）
第
一
線
記

者
時
代
、
私
は
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ッ
プ
、
1
年

下
の
河
村
有
弘
君
は
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ッ
プ
と
し

て
共
に
連
日
連
夜
、
取
材
先
へ
の
夜
討
ち
朝
駆
け
を
続

け
て
い
た
。
そ
の
戦
友
、
河
村
君
が
私
の
1
年
遅
れ
で

増
員
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
と
し
て
赴
任
し
た
の
は

1
9
7
2
年
（
昭
和
47
年
）
3
月
だ
っ
た
。

　
河
村
君
は
開
成
高
校
で
柔
道
の
選
手
と
し
て
な
ら
し

た
生
粋
の
江
戸
っ
子
。「
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
１
浪
」
後
、

早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
の
新
聞
学
科
を
経
て

新
聞
記
者
を
志
し
、
日
経
と
読
売
と
も
合
格
し
て
日
経

を
選
ん
だ
。
私
は
関
西
屈
指
の
進
学
校
、
甲
陽
学
院
中
・

高
校
、
早
大
第
一
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
時
代
を
通

じ
て
硬
式
テ
ニ
ス
で
、
文
武
両
道
の
全
国
的
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
名
声
を
博
し
、
河
村
君
と
同
様
新
聞
1
本
。

朝
日
は
入
社
試
験
最
初
の
常
識
問
題
が
非
常
識
で
気
に

く
わ
ず
白
紙
で
出
し
て
退
室
。
日
経
は
真
面
目
に
と
り

組
ん
で
「
最
優
秀
の
成
績
」（
当
時
の
佃
正
弘
編
集
局

長
の
評
）
で
日
経
に
入
社
し
た
。

　
日
経
工
業
部
記
者
時
代
私
は
「
三
菱
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

提
携
」「
Ｇ
Ｍ
・
い
す
ず
提
携
」
の
2
つ
の
ス
ク
ー
プ
を

も
の
に
し
日
本
新
聞
協
会
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
が
、
河

村
君
は
鉄
鋼
キ
ャ
ッ
プ
就
任
1
週
間
後
に
「
八
幡
・
富

士
製
鉄
合
併
」
を
毎
日
新
聞
に
ス
ク
ー
プ
さ
れ
る
不
運

に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
合
併
は
公
正
取
引
委
員

会
な
ど
の
強
い
反
対
に
直
面
、昭
和
43
年
3
月
末
の
「
新

日
本
製
鉄
発
足
」
ま
で
丸
2
年
を
要
し
た
。
こ
の
間
の

八
幡
、
富
士
両
製
鉄
、
公
取
お
よ
び
政
財
界
を
巻
き
込

ん
だ
一
連
の
動
き
は
河
村
君
が
全
て
先
手
を
打
っ
て
報

道
し
た
こ
と
を
彼
の
名
誉
の
た
め
に
は
記
し
た
い
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
し
た
河
村
君
を
ま
ず
連
れ
て

い
っ
た
の
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
。
彼

が
ゴ
ル
フ
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
の
は
知
っ
て
は
い
た

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
仲
間
や
国
連
代
表
部
、
総

領
事
館
、
企
業
の
ト
ッ
プ
と
の
つ
き
合
い
で
ゴ
ル
フ
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
1
年
間
で
わ
か
っ
た
の
で
、
道
具

を
買
わ
せ
る
た
め
だ
っ
た
。

　
私
が
米
国
に
持
ち
込
ん
だ
日
本
製
の
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

が
使
用
1
年
で
飛
ば
な
く
な
っ
た
の
で
購
入
し
た
の
は

ベ
ン
・
ホ
ー
ガ
ン
の
フ
ル
セ
ッ
ト
。
河
村
君
に
は
良
い

ク
ラ
ブ
を
使
わ
せ
な
い
と
す
ぐ
や
め
る
可
能
性
が
あ

り
、
円
も
71
年
末
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
合
意
で
1
ド
ル
＝

3
0
8
円
に
上
昇
し
、
私
が
ベ
ン
・
ホ
ー
ガ
ン
を
買
っ

た
時
よ
り
円
換
算
の
出
費
は
少
な
く
て
済
む
と
説
得
。

高
級
ク
ラ
ブ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
へ
ー
ゲ
ン
の
セ
ッ
ト
を

買
わ
せ
た
。
早
速
私
の
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
ア
パ
ー
ト
か

ら
近
い
キ
セ
ナ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス
に
２
人
で
出
か

け
た
の
は
5
月
初
め
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
数
ホ
ー
ル
回
っ
た
と
こ
ろ
で
太
目
の
中
年
女
性
2
人

に
追
い
つ
き
、
2
人
の
ボ
ー
ル
が
グ
リ
ー
ン
に
乗
っ
て

「
Ｏ
Ｋ
」
と
手
を
上
げ
ホ
ー
ル
の
外
へ
歩
き
出
し
た
と

こ
ろ
で
せ
っ
か
ち
な
河
村
君
が
打
っ
た
ボ
ー
ル
が
珍
し

く
ま
っ
す
ぐ
飛
び
、
グ
リ
ー
ン
を
出
か
か
っ
た
女
性
の

お
尻
に
2
バ
ウ
ン
ド
で
当
た
っ
た
。「
ど
う
し
よ
う
」

と
河
村
君
が
聞
く
の
で
私
は
と
っ
さ
に
「
走
っ
て
い
っ

て
と
り
あ
え
ず
謝
っ
て
こ
い
」
と
伝
え
た
。

　
こ
れ
が
失
敗
だ
っ
た
。
河
村
君
は
自
ら
の
住
所
（
当
時

は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
安
ホ
テ
ル
）
と
電
話
番
号
を
書
い
た

紙
を
手
渡
し
「
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
を
」
と
伝
え
た
。
と

こ
ろ
が
数
日
後
医
者
の
診
断
書
と
請
求
書
が
届
き
そ
れ
も

3
〜
4
回
続
い
て
合
計
額
は
百
数
十
ド
ル
に
の
ぼ
っ
た
。

村
瀬
二
郎
弁
護
士
や
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
だ
っ
た
村
松

敦
日
本
興
業
銀
行
事
務
所
長
ら
米
国
通
か
ら
「
ア
メ
リ
カ

人
に
は
簡
単
に
は
謝
罪
し
な
い
方
が
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
た
私
と
し
て
は
判
断
ミ
ス
で
河
村
君
に

謝
っ
た
。
た
だ
逆
に
「
貴
方
が
打
っ
て
良
い
と
手
を
上
げ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人（
下
②
）

同
僚
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
、

　
　
　
　
　

  

米
女
性
の
で
ん
部
直
撃

た
か
ら
打
っ
た
の
だ
」
と
言
い
張
っ
て
い
れ
ば
も
っ
と
面

倒
な
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
河
村
君
が
帰
国
後
、
男
子
プ
ロ
と
の
プ
ロ
ア
マ
戦
で

当
時
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
っ
た
尾
崎
直
道
選
手
と
ラ

ウ
ン
ド
し
た
時
「
河
村
さ
ん
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
へ
ー
ゲ

ン
は
プ
ロ
で
も
使
い
こ
な
せ
な
い
難
し
い
ク
ラ
ブ
だ

よ
」
と
言
わ
れ
た
と
私
に
訴
え
た
。
私
は
こ
れ
に
対
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
キ
セ
ナ
で
打
っ
た
ア
イ
ア
ン
は
き
れ

い
な
球
筋
で
真
っ
す
ぐ
飛
ん
だ
じ
ゃ
な
い
か
」
と
答
え
、

2
人
で
大
笑
い
し
た
。

　
私
の
家
内
と
2
人
の
娘
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
昭

和
46
年
12
月
〜
47
年
8
月
の
間
、
河
村
君
に
は
数
度
自

宅
で
の
夕
食
に
誘
っ
た
。
そ
の
都
度
彼
は
高
価
で
は
な

い
が
5
才
と
2
才
の
娘
が
大
喜
び
す
る
み
や
げ
を
持
参

す
る
セ
ン
ス
の
良
さ
を
持
っ
て
い
た
。
私
の
家
内
が
妊

娠
・
出
産
の
た
め
帰
国
、
河
村
夫
人
が
来
米
す
る
ま
で

の
約
2
か
月
、
ホ
テ
ル
代
に
音
を
上
げ
た
の
か
河
村
君

か
ら
「
菅
谷
さ
ん
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ま
わ
せ
て
ほ
し
い
、

家
賃
は
半
分
程
度
払
う
」
と
の
申
し
出
を
受
け
、
同
居

生
活
に
入
っ
た
。

　
一
緒
に
住
ん
で
意
外
だ
っ
た
の
は
、
掃
除
は
丁
寧
、

料
理
は
例
え
ば
船
便
で
運
ば
れ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
の
青
黒
い
カ
ビ
を
た
わ
し
で
こ
す
り
取
る
の
は
私

と
一
緒
だ
が
、
野
菜
と
牛
肉
を
そ
の
ま
ま
ラ
ー
メ
ン
と

煮
る
の
で
は
な
く
、
油
と
中
国
し
ょ
う
油
で
い
た
め
た

あ
と
で
ラ
ー
メ
ン
と
煮
る
な
ど
の
工
夫
も
あ
る
。
工
業

部
記
者
時
代
か
ら
相
性
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

当
時
の
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
永
田
晨
総
局
長
（
編
集

以
外
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
代
表
、
の
ち
日
経
Ｂ
Ｐ
社

長
）
が
「
あ
れ
だ
け
個
性
の
強
い
2
人
が
仲
良
く
同
居

し
て
い
る
の
は
不
思
議
」
と
評
す
る
ほ
ど
円
満
な
生
活

が
続
い
た
。

　
た
だ
そ
の
後
の
1
年
半
、
2
人
の
間
で
忘
れ
が
た
い

事
件
が
い
く
つ
か
発
生
、
こ
の
て
ん
末
は
次
回
。

※
次
号
は
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑭

　「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
（
下
③
）
で
す
。

日経ニューヨーク支局陣と訪米した成田専務（のち副社長）
ら山一證券NYオフィスメンバーとの懇親ゴルフ
後列左端が河村特派員、一人おいて菅谷、永田総局長、成田
専務、武田特派員、1973年に赴任した棚橋特派員。
（1973年5月、ニュージャージー州のヘイワース・ゴルフ倶楽部で）
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９
女
子
大
合
同
就
活
ゼ
ミ
が
ス
タ
ー
ト

08 

連
載「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゆ
く
え
」 　   

木
活
・
木
育
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
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９女子大合同就活ゼミキャリア支援

９女子大合同就活ゼミとは？

対面、オンライン、ハイブリッド型で一人ひとりのキャリアプランを支援
　観光・旅行業界や金融業界の新卒採用者数の減少や新卒採用の中止など、コロナ禍における学生の就職活動は厳しい
状況にあります。
　そんな中、９つの女子大学（津田塾大学・東京女子大学・学習院女子大学・実践女子大学・昭和女子大学・聖心女子大学・
東洋英和女学院大学・和洋女子大学・東京家政大学）の大学３年生が、大学の枠を超えた仲間と力を合わせて就職活動
に取り組む、９女子大合同就活ゼミが６月にスタートしました。

（問い合せ先：学生支援センターキャリア支援課　03-3961-2284）

　東京家政大学・東京家政大学短期大学部は夢の実現に向けて努力する学生をサポー
トするために、多彩なキャリア支援プログラムを用意しています。コロナ禍でも、
学生一人ひとりの希望に応じた支援をするために「対面」、「オンライン」、「対面と
オンラインを組み合わせたハイブリット型」でサポートしています。

　同ゼミは、コロナ禍の就職活動が急速にオンライン化する状況において、学生同士のつながりが薄れ、周囲の状況や動向がつ
かみづらいために、就職活動に対する孤独や不安を感じる学生をサポートすべく、都内の女子大学が立ち上げたものです。グ
ループワークを中心とした各大学内でのゼミ活動や他大学合同での実践的なトレーニングを通じ多様な意見や考えを持つ学生同
士が高め合いながら、新たな気付きを得ていきます。参加費用は無料、学内ゼミは対面、他大学合同ゼミはオンラインにて実施
しています。

９女子大合同就活ゼミが目指す学生像

東京家政大学のキャリア支援

がスタート就活ゼミ

大学に過度に頼ることなく、自立して就活に向かうことができる
採用試験にて必須ともいえる、グループワークやグループディスカッションへの苦手意識を解消し、　　　
他者とのコミュニケーションをスムーズにとることができる
同ゼミの活動や、インターンシップを通じて、自身が企業で働くイメージを形成することができる
他大学の仲間ができることで不安が解消され、就職活動や社会で働くことに対してポジティブな感情を　
持つことができる
自分自身を過不足なく表現することができ、自信をもって就職活動を進めることができる

1
2

3
4

5

@学内

@ 9女子大合同
●グループディスカッション練習会（12コマ）
●若手女性人事担当者との交流会（10社程度）
●BtoB・中小企業による企業説明会（10社程度）
●公開講座：IR（インベスター・リレーションズ）の見方など

ゼミの目的・ゴールや
自己紹介の極意を学ぶDAY1

@学内

@ 9女子大合同
●人事担当者との交流会（10社程度）
●人事担当者による面接練習会
●人事担当者によるグループディスカッション練習会
●BtoB・中小企業による企業説明会（10社程度）
●公開講座　●学生自主企画勉強会

夏のインターンシップで躓いたES（エントリー
シート）、本選考で通過できる状態を作ろう！DAY4

苦手意識の強い面接・GD（グループディスカッ
ション）、人事が評価するポイントってどこ？DAY5

@学内

@ 9女子大合同
●ゼミ生限定インターンシップ
●学生自主企画勉強会

インターンシップに向けて！
これを学べば恐くない！DAY2

いよいよ後期開始！
これからの就活何をどうしたら良い？？DAY3

活動実績および今後の主な活動予定

大
3
前
期

夏
休
み

大
3
後
期

参加学生の声
初めて自分の書いた ESを人に見せたので緊張し
たが、それ以上に得るものが多かった。他の人
の ES を見て学ぶことも多く、早速自分の ES を
改善していきたい。

不安や悩みを共有して、それについて話し
合いができたり、少しの時間で成長出来る
ことを実感できました！

〈担当部署・内容問い合わせ先〉 狭山学務部学務課
電　話：04-2952-1623
メール：syusyoku-s@tokyo-kasei.ac.jp

・本学宛の求人
・先輩たちの就職活動体験記（看護・幼保・公務員）
・2022年3月卒業生の就職先情報

例）先輩たちのリアル
な活動体験記を閲覧す
ることもできます。

【在学生の皆さんへ】
「manaba」にある学年・学科別の就職支援コースから
閲覧や 申込みが可能です。

❹先輩の体験記などを閲覧可能に

　進路アドバイザーによる面談をオン
ライン形式と対面形式を複合させて実
施中。進路や就職活動全般（応募書類
や面接対策から活動方法等）に関して
一人40分じっくり相談できます。（卒
業学年優先、大学3年生も利用可能）

❸オンラインと対面の複合でじっくり面談

　学務課による就職活動に関する相談
や履歴書添削など、一人ひとりの相談
に細やかに対応しています。オンライ
ン・TEL・対面を選択でき、学生に合
わせてフレキシブルな対応を行ってい
ます。

❷フレキシブルな形態での個別相談

　リアルタイム配信や対面形式で講座
やセミナーを実施しています。プロの
講師より、就活本番に向けての具体的
な指導を行います。12月内定者報告
会、1月OG懇談会、学内就職説明会
も開催予定です。（学生向けシステム
に講座の動画やレジュメを掲載予定）

❶就活本番へ向けた講座やセミナー

健康科学部
子ども学部

in 狭山 家政学部　栄養学部
人文学部　短大

in 板橋

〈担当部署・内容問い合わせ先〉 学生支援センターキャリア支援課
電　話：03-3961-2284
メール：career@tokyo-kasei.ac.jp

・本学（大学および短大）宛の求人
・先輩たちの就職活動体験記（企業・幼保・公務員・教員）
・2022年3月卒業生の就職先情報
・2016年度～2021年度の卒業生の就職先情報
など、他にも就職活動に役立つ情報を掲載しています。

【在学生の皆さんへ】
「manaba」のコース名「2022キャリア支援課」から
閲覧や申込みが可能です。

〈主な講座内容〉 面接実践／グループディスカッション実践
面接マナー／企業情報の探し方等（全て予定）

❹過去の豊富な実績を学外からも閲覧可能に

　進路アドバイザーによる面談を対面／オンラインにて実施
中。進路や就職活動全般（応募書類や面接対策から業界研究、
活動方法等）に関して一人30分じっくり相談できます。（卒
業学年優先、大学3年生・短大1年生も利用可能）

❸進路アドバイザーによる対面／オンライン面談

　プロの講師より本番に向けての具体的
な指導を行います。面接実践・グループ
ディスカッション実践（予約制）では対
面かつ少人数制で「実際にやってみる」
ことで、自分の得手・不得手を理解する
ことができます。

❷プロ講師による本番に向けた実践講座

　講座・セミナーの動画やレジュメをmanaba（学生向けシス
テム）に掲載。空き時間を活用した視聴や繰り返しの視聴も可
能です。

❶対面オンラインによる講座・セミナー

オン
ライン TEL 対 面

対 面

オ ン ラ イ ン

今後の開催予定
10月27日（木）

内定者報告会
11月10日（木）

OG懇談会
12月・2023年1・2月

学内企業セミナー

※2022年３月卒業者実績（2022年５月１日現在）

就職決定率

大学

97.3％
短大

97.3％

女性の一生をサポート入学前から卒業後まで

大学の枠を超えた ９女子大合同



板橋緑苑祭オリジナルキャラクターりょっくん

緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭緑苑祭

緑苑祭実行委員長からのメッセージ

＜主なプログラム＞
・Beauty lab：プロのメイクさんによるメイク講座とヘアアレンジ・メイクサービスを行います！
　　　　　　　　　 　10月 22日（土）就活メイク　　10月 23日（日）秋メイク

・カセラジ！！：緑苑祭 YouTube で、高校生や新入生に向けて、東京家政大学の魅力や、大学生活をより充実させるた
　　　　　　　　　  めの情報をお届けします！

・りょっくん事務所：りょっくんとは、緑苑祭のゆるキャラです。当日はりょっくんの写真撮影やグッズ販売などを行っ
　　　　　　　　　　　  ています！是非りょっくんに会いに来てください！

・芸能人トークショー：今年もイケメン俳優さんや旬な芸人さん、声優さんが出演！（学内生限定）
・Best of Kasei：Best of Kasei とは、「今年最も輝いている家政大生」を決めるコンテストです！
　　　　　　　　　　　　 昨年まで開催していました「ミス・ミスターコンテスト」を時代の変化と共に進化させ、「容姿が
　　　　　　　　　　　　 優れている人を選ぶ」といったイメージを無くすことを目指しています。

・at ラクター：３つの企画を実施します。
　❶ ランキング　参加団体の投票をしています！後夜祭で結果発表！　❸ スタンプラリー　スマホを使った新感覚のスタンプラリー
　❷ 黒板アート　今年度からの新企画！フォトスポットとして展示しています！

＜主なプログラム＞

・参加団体のステージ発表
・各学科の企画
・芸能人トークショー
・お笑いライブ
・校内スタンプラリー（景品もあります！）
・ボッチャ体験
・自衛隊・警察・消防の体験企画

◎当日はキッチンカーでのフードの販売、学食も開放していますので、ぜひご利用ください！

　皆さんこんにちは！板橋緑苑祭実行委員会委員長の綾部で
す。今年は3年ぶりの対面開催ということもあり、実行委員一
同当日に向け一生懸命準備をしています！
　サークルや有志団体の発表等はもちろん、昨年好評だった、家政大の魅力を発信する動画「カセラ
ジ！！」の配信、黒板アート展示、板橋緑苑祭のゆるキャラ「りょっくん」のグリーティング、芸能
人のトークショーなども企画しています。また、例年行っていましたミスコンはBest of Kasei とし
て、出場者の日々の活動を披露する場や成長の機会となるような、新たなコンテストの形を目指して
います。さらに、今年は初めて狭山緑苑祭実行委員会とコラボを実現、板橋・狭山のゆるキャラコラ
ボグッズが完成しました！！ここでしか手に入らないグッズですので是非ゲットしてくださいね！
　悲願の対面開催、徹底したコロナ対策の上、今年の緑苑祭のテーマ「再出発―新しい旅へー」のも
と、楽しく新しい緑苑祭の旅へと皆さんをご招待いたします！ご来場を心よりお待ちしております。

〔お問い合わせ〕
学生支援センター学生支援課

03-3961-2079

第62回緑苑祭（板橋）

特設ホームページ
緑苑祭実行委員長からのメッセージ
　こんにちは。狭山緑苑祭実行委員長の長谷川です。
今回第9回となる狭山緑苑祭、念願の3年ぶりの対面開催とい
うことで、4月から実行委員一同、授業の合間や夏休みを活用し、一生懸命準備に取り組んで参りま
した。開催にご尽力いただいた関係者の皆様、実行委員に心より感謝申し上げます。
　サークルや有志団体の発表、各学科による企画はもちろん、ボッチャ体験企画、自衛隊・消防・警
察の方々のご協力による車両や制服着用体験、毎年人気の芸能人トークショーやお笑いライブなど、
盛りだくさんでお届けします。小さなお子さんから大人の方まで、テーマのとおり「自由奔放」に楽
しめること間違いなしです！今年度は緑苑祭で初めて板橋緑苑祭実行委員会と連携し、りょっくんと
モリタン・モリリンのコラボグッズが実現いたしました！！是非ゲットしてください！
　徹底したコロナ対策を行い、在学生の皆さん、いつもお世話になっている地域の皆さん、本学に興
味を持っている高校生の皆さんなど、たくさんの方のご来場を心よりお待ちしております。

〔お問い合わせ〕
狭山学務部学務課
04-2952-1626

第9回緑苑祭（狭山）

特設ホームページ 狭山緑苑祭実行委員長
長谷川　愛海

板橋緑苑祭実行委員長
綾部　結

＜開催日時＞

10月22日（土）10：00～16：00
10月23日（日）10：00～16：00
＜テーマ＞

再出発
―新しい旅へ―

＜開催日時＞

10月23日（日）10：00～16：00

＜テーマ＞

自由奔放
―心のままに全力で！―

in 板橋キャンパスin 狭山キャンパス

３年ぶりに
対面開催します！緑苑祭

狭山キャンパスオリジナルキャラクター
かせいのモリタン（左）　かせいのモリリン（右）

0607 Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.94Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.94

大学・短大 ✿ 2022年度緑苑祭 大学・短大 ✿ 2022年度緑苑祭



林
業
の
深
刻
な
課
題
と
地
域
の
取
り
組
み

を
目
の
当
た
り
に

次
世
代
の
環
境
保
全
へ
役
立
ち
た
い

　
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
T
J
U
P
（
埼
玉
県
東
上

地
域
大
学
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
地
域
連
携
事

業
と
し
て
、
本
学
が
2
0
1
9
年
度
よ
り
駿
河
台
大
学

と
の
共
同
研
究
「
埼
玉
県
西
部
地
域
活
性
化
に
向
け
た

地
元
木
材
資
源
（
西
川
材
）
の
活
用
研
究
」
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
発
端
で
す
。
わ
た
し
は
こ
の
共
同
研
究
の

な
か
で
、
主
に
木
製
お
も
ち
ゃ
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
国
内
の
林
業
の
深
刻
な
課
題
、
と
り
わ
け
狭
山

キ
ャ
ン
パ
ス
が
所
在
す
る
、
埼
玉
県
西
部
地
区
の
林
業

の
実
態
と
山
林
の
活
性
化
の
た
め
の
地
域
の
取
り
組
み

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。（
１
）
本
学
と
し
て
も
、
学

生
を
含
め
て
地
域
の
た
め
に
、
次
世
代
へ
の
環
境
保
全

へ
何
か
お
役
に
立
て
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
着
想
の
も
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
子
ど
も
支
援
学
科
で
は
芸
術
表
現
や
文
化

活
動
と
幼
児
教
育
・
保
育
を
結
ぶ
取
り
組
み
を
、
学
生

と
と
も
に
考
え
る
と
い
う
授
業
展
開
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
「
子
ど
も
芸
術
Ⅰ
（
子
ど
も
美

術
）
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
木
活
と
木
育
に
つ
い

て
学
び
、
学
生
が
主
体
的
に
活
動
計
画
を
た
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
実
践
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
２
）

木
材
の
魅
力
を
保
育
に
ど
う
活
か
す
べ
き
か

学
生
自
ら
の
教
材
制
作
に
感
動

　
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

林
業
の
実
態
と
課
題
を
知
る
た
め
に
、
「
子
ど
も
芸
術

Ⅰ
（
子
ど
も
美
術
）
」
の
授
業
内
で
、
埼
玉
県
飯
能
市

を
中
心
に
、
木
材
活
用
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
、
西
川
バ
ウ
ム
合
同
会
社
の
浅
見
有
二
代

表
を
お
招
き
し
て
、
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
テ
ー
マ
は
「
山
と
街
を
人
と
自
然
で
む
す
び
、
木

を
活
か
し
木
と
活
き
る
」
。
山
林
の
実
態
や
、
環
境
保

全
の
た
め
に
「
間
伐
」
と
い
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
「
間
伐
材
」
の
有
効
利
用
が
林
業
の
課

題
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
山
の
未
来
を
明
る
く
す
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
３
）

こ
の
講
義
は
、
林
業
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
香

り
や
肌
触
り
な
ど
、
天
然
の
無
垢
の
木
材
が
持
つ
、
五

感
で
感
じ
る
魅
力
を
保
育
に
ど
う
活
か
し
て
ゆ
く
か
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ

と
も
、
学
生
自
身
が
主
体
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
授
業
内
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
学
生

同
士
で
意
見
を
出
し
合
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
雑

木
林
で
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
遊
び
場

を
作
れ
ば
よ
い
か
を
計
画
立
て
、
木
工
工
具
な
ど
を
使

い
な
が
ら
、
当
日
に
向
け
た
教
材
準
備
を
進
め
て
ゆ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
支
援
学
科
は
保
育
者
養
成
の
学
び
の

中
で
、
造
形
表
現
に
関
す
る
演
習
授
業
が
多
く
開
講
さ

れ
て
お
り
、
学
生
の
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
基
本
的
な

姿
勢
が
１
、
２
年
生
で
培
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
授
業
は

３
年
次
開
講
の
選
択
科
目
で
、
基
本
的
に
造
形
美
術
が

好
き
な
学
生
が
履
修
し
て
い
ま
し
た
し
、
最
近
は
電
動

工
具
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
手
作
業

で
進
め
る
な
ど
の
時
間
を
か
け
つ
つ
も
、
学
生
た
ち
は

逞
し
く
木
工
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
教
員

は
大
き
な
板
の
切
断
や
穴
開
け
な
ど
、
最
低
限
の
サ

ポ
ー
ト
は
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
教
材
を
手
に

取
っ
て
も
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
な
配
慮
や
工
夫
な
ど
、

学
生
同
士
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
ほ

と
ん
ど
の
制
作
を
自
ら
で
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
は
正
直

と
て
も
驚
き
ま
し
た
し
、
ま
た
感
動
し
ま
し
た
。

間
伐
材
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
活
用

木
の
香
り
や
肌
触
り
は
セ
ラ
ピ
ー
効
果
も

　
そ
し
て
7
月
11
日
、
学
内
認
可
保
育
園
「
か
せ
い
森

の
お
う
ち
」
の
3
〜
5
歳
児
を
招
い
て
「
森
を
遊
ぼ

う
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
子
ど
も
芸
術
Ⅰ
（
子
ど
も
美
術
）
」
の
履
修
者

42
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
子
ど

も
た
ち
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
音
楽
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
づ

く
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
西
川
バ
ウ
ム
合
同
会
社

の
間
伐
材
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
ま
し
た
。
レ
ン

タ
ル
シ
ス
テ
ム
で
レ
ン
タ
ル
し
た
丸
太
や
角
材
な
ど
を
活

用
し
た
サ
ー
キ
ッ
ト
や
、
木
の
車
の
お
も
ち
ゃ
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
づ
く
り
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
が
趣
向
を
凝
ら
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
木
の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
も
、
楽
し

ん
で
遊
べ
る
保
育
内
容
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
、
森
の
中
を
自
由
に
駆
け
回
り
、
木
に
触
れ
る
体

験
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
こ
の
間
伐
材
の
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
西
川

バ
ウ
ム
合
同
会
社
が
行
っ
て
い
る
、
「
木
を
活
か
す
、

木
と
活
き
る
」
（
木
活
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
山
林
か

ら
伐
採
し
た
「
間
伐
材
」
の
有
効
利
用
と
し
て
、
製
材

し
た
て
の
み
ず
み
ず
し
く
香
り
の
高
い
自
然
材
の
「
柱

ベ
ン
チ
」
等
を
木
材
の
流
通
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
レ
ン

タ
ル
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
方
式
を
取
り
入
れ
、

地
域
、
行
政
、
民
間
等
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

製
材
し
た
木
材
は
、
約
半
年
で
乾
燥
が
進
み
、
製
品
化

し
や
す
く
な
る
の
で
、
劣
化
が
少
な
い
う
ち
に
、
要
望

が
あ
れ
ば
交
換
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
早
期
に
間

伐
利
用
の
巡
回
サ
イ
ク
ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
て
山
の

活
性
化
を
図
る
の
が
目
的
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
「
燃
や
し
て
も
総
量
は
増
や
さ
な
い
」

C
O
2
の
固
定
化
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
に
貢

献
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
利
用
者
も
常
に
み
ず
み
ず
し
い
天
然
の
木
の
香
り

や
肌
触
り
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
セ
ラ
ピ
ー

効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

幼
少
期
の
体
験
は
「
原
風
景
」

次
世
代
へ
の
伝
承
者
と
し
て

子
ど
も
た
ち
に
何
を
伝
え
る
か
、

　
木
育
の
一
つ
の
効
果
と
し
て
、
子
ど
も
の
心
を
豊
か

に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
未
完
成
の
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
を
子
ど
も
た
ち
に
提
示
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
学
生
が
一
緒
に
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
考
え
な
が
ら
完
成

さ
せ
る
、
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
活

動
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
重
い
木
材
を
持
ち
上
げ
て

丸
太
を
何
段
も
積
み
、
ま
た
そ
の
上
を
軽
々
と
飛
ん
だ

り
跳
ね
た
り
し
な
が
ら
渡
っ
て
ゆ
く
姿
を
見
て
い
て
、

自
然
の
中
、
そ
し
て
木
材
と
い
っ
た
自
然
物
の
環
境

が
、
こ
う
し
た
子
ど
も
の
優
れ
た
適
応
能
力
や
創
造
性

を
発
揮
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
が
作
っ
た
環
境
の
中
に
、
木
片
を
い
く
つ
も

紐
に
ぶ
ら
下
げ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
木
片
に
触
れ

な
が
ら
走
り
抜
け
る
と
、
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
カ
ラ
カ
ラ

と
音
が
響
き
ま
す
。
あ
る
お
子
さ
ん
が
こ
の
木
片
を
気

に
入
っ
た
よ
う
で
、
何
度
も
往
復
し
、
そ
の
木
片
の
感

触
や
音
の
響
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

森
の
中
で
鳴
り
響
く
そ
の
心
地
よ
い
音
色
に
、
他
の
子

ど
も
た
ち
も
集
ま
っ
て
き
て
、
子
ど
も
た
ち
が
木
の
魅

力
を
感
覚
的
に
体
に
染
み
込
ま
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
で
は
、
安
全
性

の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
。
し
か
し
、
大
人
が
設

定
し
た
環
境
の
中
だ
け
で
遊
ぶ
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

が
感
じ
、
考
え
た
こ
と
を
尊
重
し
て
、
ま
た
寄
り
添
い

な
が
ら
、
子
ど
も
の
喜
び
を
共
有
す
る
姿
勢
。
こ
れ
が

保
育
者
を
目
指
す
学
生
に
は
必
要
で
す
。

　
幼
少
期
の
体
験
は
「
原
風
景
」
と
し
て
、
そ
の
後

の
人
生
に
意
識
的
・
無
意
識
的
に
影
響
を
与
え
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
物
に
触
れ
る
機
会
は
残
念

な
こ
と
に
減
り
続
け
、
わ
た
し
た
ち
の
周
り
は
人
工

物
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
す
。
幼
少
期
よ
り
木
材
に

触
れ
、
そ
の
温
か
み
や
香
り
を
、
ど
れ
だ
け
身
体
を

通
し
て
感
じ
て
き
た
か
。
お
そ
ら
く
大
人
に
な
っ
た

と
き
に
、
そ
の
体
験
が
自
然
に
対
す
る
魅
力
や
な
つ

か
し
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
教
育
者
や
保
育
者
は
、
次
世
代
へ

の
伝
承
者
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
自
然

の
豊
か
さ
や
魅
力
、
大
切
さ
を
次
世
代
に
伝
え
な
け

れ
ば
、
環
境
保
全
の
意
識
は
引
き
継
が
れ
て
い
か
な

い
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
に
何
を
伝
え
て
い
く
べ

き
か
？
そ
の
環
境
設
定
を
考
え
る
こ
と
が
わ
た
し
た

ち
大
人
の
責
務
だ
と
い
え
ま
す
。
保
育
者
を
目
指
す

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
意
識
を
高
く

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
を
身
近
で
具
体
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
る

そ
し
て
実
行
、
参
加
し
て
い
く

　
S
D
G
s
は
大
き
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
す
が
、
一
方
で

抽
象
的
な
概
念
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
い
か
に
自
身

の
身
近
で
具
体
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
実
行
、
参
加

で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
本
活

動
は
目
標
４
（
教
育
）
、
目
標
13
（
気
候
変
動
）
、
目

標
15
（
陸
上
資
源
）
と
い
っ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
関
わ
る

と
思
い
ま
す
が
、
よ
り
具
体
的
な
「
埼
玉
県
西
部
地
区

の
山
林
問
題
」
「
間
伐
材
の
活
用
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
「
保
育
の
中
で
次
世
代
に
伝
え
る
自

然
環
境
の
魅
力
」
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
を
通
し
て
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
た
意
識
や
理

解
と
し
て
、
ま
た
違
う
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
自
然
体

験
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
保
育
者
養
成
と

い
う
教
育
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
う
こ
と
は
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
木
の
魅
力

や
大
切
さ
を
伝
え
る
意
義
を
改
め
て
考
え
る
、
重
要
な

契
機
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〈
注
釈
〉

（
１
）
森
林
は
木
材
の
生
産
、
水
源
の
涵
養
、
土
砂
災
害
の
防
止
、
生
物
多

様
性
の
保
全
、
快
適
環
境
の
形
成
な
ど
多
く
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
が
、

間
伐
な
ど
の
手
入
れ
不
足
や
野
生
動
物
の
食
害
な
ど
に
よ
り
、
一
部
の
森
林

に
荒
廃
が
見
ら
れ
、
森
林
の
持
つ
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
の
木
材
価
格
の
低
迷
等
に
よ
り
、
林
業
経
営
意
欲
が
低
下
し
、
林

業
従
事
者
の
減
少
お
よ
び
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
木
活
と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
「
木
材
を
活
か
す
」
こ
と
。
前
掲

の
西
川
バ
ウ
ム
合
同
会
社
も
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
埼
玉
県
の
西
川
林
業

地
で
生
産
さ
れ
る
木
材
、
通
称
西
川
材
の
販
売
な
ど
の
ほ
か
、
森
の
保
全

を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
N
P
O
法
人
西
川
・
森
の
市
場
に
よ

る
と
、
木
活
と
は
「
木
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
を
提
案
、
森
に
関
す
る
課

題
を
自
分
ご
と
と
し
、
木
材
の
消
費
を
増
や
す
こ
と
で
、
森
を
守
る
活

動
」
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
対
し
て
木
育
と
は
、
平
成
18
年
度
９
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
「
森

林
・
林
業
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
「
市
民
や
児
童
の
木
材
に
対
す
る
親

し
み
や
木
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
多
様
な
関
係
者
が
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
材
料
と
し
て
の
木
材
の
良
さ
や
そ
の
利
用
の
意
義
を
学

ぶ
、
木
材
利
用
に
関
す
る
教
育
活
動
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）
間
伐
と
は
、
森
林
の
混
み
具
合
に
応
じ
て
、
樹
木
の
一
部
を
伐
採

し
、
残
っ
た
木
の
成
長
を
促
す
作
業
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
森
林
の
有
す

る
機
能
（
水
源
の
涵
養
、
土
砂
栽
培
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な

ど
）
が
増
進
さ
れ
ま
す
。

S
D
G
s
の
ゆ
く
え

木
活・木
育
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る

も  

く

か  

つ

も  

く

い  

く

保坂　遊学科長

子ども学部子ども支援学科

連 載 SDGsのゆくえ

　2
0
2
2
年
7
月
11
日
、
子
ど
も
学
部
子

ど
も
支
援
学
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
狭

山
キ
ャ
ン
パ
ス
が
所
在
す
る
埼
玉
県
西
部
地

区
特
産
の
「
西
川
材
」
の
『
木
活
』
に
着
目

し
つ
つ
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
観
点
か
ら

『
木
育
』
を
取
り
入
れ
た
学
生
主
体
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
西
川
バ
ウ
ム
合

同
会
社
の
間
伐
材
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
、
学
生
が
主
体
と
な
り
、
学
内
認
可

保
育
園
「
か
せ
い
森
の
お
う
ち
」
の
園
児
た

ち
と
一
緒
に
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
本
物
の

無
垢
の
木
材
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

保
育
活
動
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。

「かせいの森のおうち」の子どもたちと
アスレチックづくり

木片でつくったおもちゃ
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　本
学
家
政
学
部
栄
養
学
科
で
学
び
、現
在
も「
食
」

そ
し
て
「
食
育
」
に
関
わ
る
仕
事
に
多
数
関
わ
っ

て
お
り
、
母
校
で
あ
る
本
学
で
も
教
鞭
を
と
っ
て

い
る
相
澤
さ
ん
。
相
澤
さ
ん
の
東
京
家
政
大
学
で

の
学
生
生
活
と
起
業
ま
で
の
道
の
り
、
そ
し
て
現

在
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
相
澤
さ
ん
が
東
京
家
政
大
学
を
目
指
し
た
の
は

「
食
に
関
係
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
高
校
生
の
こ
ろ
。
は
じ
め
に
相
澤
さ

ん
が
考
え
た
の
は
、
将
来
は
栄
養
士
か
調
理
師
に

な
る
こ
と
で
し
た
。
ま
ず
は
栄

養
士
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

進
路
を
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
家
庭
科
の
授
業
で
指
導
を

受
け
た
先
生
が
、
東
京
家
政
大

学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
先
生
に
今
後
の

進
路
に
つ
い
て
相
談
。「
東
京

家
政
大
学
は
歴
史
も
あ
り
、
と

て
も
よ
い
学
校
だ
か
ら
」
と
勧

め
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
後
押

し
に
な
り
、
東
京
家
政
大
学
へ

の
進
学
を
決
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
北
海
道
釧
路
市
で
生
ま
れ

育
っ
た
相
澤
さ
ん
。
大
学
生

活
は
親
元
を
離
れ
て
上
京
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
は
親
元
を
離
れ
る
こ
と

の
不
安
よ
り
、
大
都
会
東
京

へ
の
あ
こ
が
れ
や
興
味
の
ほ

う
が
勝
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
休
日
は
雑
誌
や
テ
レ
ビ

に
出
て
く
る
よ
う
な
場
所
や

お
店
を
め
ぐ
り
、
人
気
の
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
で
の

ア
ル
バ
イ
ト
も
経
験
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
大
学
で
は
ス
キ
ー
部
に
所
属
。
当
時
の
ス

キ
ー
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、「
も
う
少
し
上
手
く
な
り

た
い
な
」「
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を

し
た
い
な
」と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
入
部
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ス
キ
ー
部
は
学
生
大
会
で
優
勝
す
る
ほ

ど
の
強
豪
チ
ー
ム
！
練
習
や
上
下
関
係
も
厳
し
く
、

相
澤
さ
ん
は
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
何

度
も
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
同
期
の
仲
間
た
ち
の
存
在
で

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
一
緒
に
練
習
に
励
ん
で
、

悩
み
も
相
談
し
な
が
ら
長
い
時
間
を
過
ご
し
て
き
た

仲
間
た
ち
と
の
絆
に
は
ず
い
ぶ
ん
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
絆
は
私
の
宝
物
で
す
」

　
大
学
卒
業
後
は
食
品
卸
会
社
の
明
治
屋
（
現
三

菱
食
品
）に
就
職
。北
海
道
札
幌
支
店
に
配
属
さ
れ
、

営
業
職
と
し
て
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
を
担
当
し
ま
し
た
。

2
年
目
か
ら
は
大
学
で
得
た
栄
養
士
の
資
格
を
活

か
し
、
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
の
営
業
兼
栄
養
指
導
の
担

当
に
な
り
ま
す
。
週
の
う
ち
3
日
は
デ
パ
ー
ト
や

病
院
の
小
児
科
を
訪
問
し
、
お
母
さ
ん
や
赤
ち
ゃ

ん
へ
の
食
事
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
北
海
道
全
域

を
営
業
車
で
走
り
回
る
日
々
。
営
業
と
栄
養
士
の

二
刀
流
は
ス
タ
ミ
ナ
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
食
品
会
社
で
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

た
相
澤
さ
ん
。
と
こ
ろ
が
10
年
間
の
食
品
会
社
勤

務
後
に
農
業
の
道
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
理

由
は
大
き
く
２
つ
。
１
つ
は
食
品
業
界
の
現
状
に

疑
問
を
抱
き
始
め
た
こ
と
。「
食
品
業
界
は
毎
日
の

よ
う
に
新
製
品
が
出
て
は
消
え
て
い
く
世
界
で
す
。

せ
っ
か
く
作
ら
れ
た
も
の
が
大
量
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
本
当
に
こ
れ

で
よ
い
の
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
し
て
２
つ
目
は
食
品
会
社
で
任
さ
れ
て
い
た

栄
養
士
の
仕
事
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
「
食
」

へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
た
こ
と
で
し

た
。「
5
大
栄
養
素
の
摂
取
量
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

栄
養
士
の
仕
事
の
主
体
と
な
り
、
肝
心
の
食
生
活

に
つ
い
て
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
」
そ
の
よ
う
な
葛
藤
の
中
で
、
相
澤
さ
ん

は
気
づ
き
ま
す
。「
わ
た
し
が
伝
え
た
い
の
は
や
は

り
健
康
的
な
食
生
活
の
こ
と
。
さ
ら
に
日
本
人
に

あ
っ
た
食
生
活
で
は
な
い
か
」

　
気
が
つ
い
た
ら
会
社
を
辞
め
て
い
た
（
笑
）
と

い
う
相
澤
さ
ん
。
退
職
後
は
、
以
前
か
ら
つ
く
る

野
菜
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
て
い
た
、
北
海
道
恵

庭
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
自
然
農
園
で
働
き
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
自
然
農
園
で
過
ご
し
た
２
年
間
の
の
ち
、

相
澤
さ
ん
は
別
の
農
園
で
も
２
年
間
働
き
ま
す
。

こ
の
農
園
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
た
大
型
ガ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
と
最
先
端
の
I
T
技
術
を
駆
使
し
、
甘

味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
か
つ
栄
養
価

も
あ
る
高
糖
度
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
農
園
で
し
た
。

野
菜
の
栽
培
方
法
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、
ど
ち
ら

の
農
園
の
経
験
か
ら
も
、
野
菜
本
来
の
美
味
し
さ

を
引
き
出
す
考
え
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
相
澤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
こ
の
農
業
経
験
か
ら
「
農
業
」
に
大
き
な
魅
力

を
感
じ
た
も
の
の
、
相
澤
さ
ん
の
目
標
は
農
業
そ

の
も
の
で
は
な
く
、「
農
業
と
直
結
し
た
食
生
活
を

伝
え
る
こ
と
。
そ
し
て
日
本
の
食
文
化
を
守
る
農

業
を
応
援
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
実
感
し
ま
す
。

そ
し
て
栄
養
士
の
仕
事
を
再
開
、
2
0
0
4
年
に

ワ
ク
ワ
ク
食
育
教
室
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ワ
ク

ワ
ク
食
育
教
室
で
は
、
食
へ
の
興
味
と
食
べ
る
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
様
々
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
料
理
教
室
や
、
わ
た
し
た
ち
に

届
く
ま
で
の
食
べ
物
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
よ
う
な

食
育
体
感
ツ
ア
ー
な
ど
。
ワ
ク
ワ
ク
食
育
教
室
を

通
し
て
「
日
本
の
食
生
活
の
素
晴
ら
し
さ
や
旬
の

食
べ
も
の
の
美
味
し
さ
、
そ
し
て
四
季
折
々
の
歳

時
記
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

相
澤
さ
ん
。

　
2
0
0
6
年
、
相
澤
さ
ん
は
有
限
会
社
あ
い
ね

を
起
業
。
今
年
で
16
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
相
澤
さ
ん
個
人
と
し
て
、
企
業
の
メ
ニ
ュ
ー

作
り
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
が
、
契
約
上
、

法
人
格
が
あ
っ
た
ほ
う
が
社
会
的
な
信
頼
度
が
高

ま
る
と
考
え
た
末
の
決
断
で
し
た
。
同
社
の
主
な

事
業
内
容
は
、
企
業
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
と
食
育
指

導
業
務
で
す
が
、飲
食
チ
ェ
ー
ン
、食
品
メ
ー
カ
ー
、

食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
か
ら
人
材

育
成
、
学
校
や
企
業
に
お
い
て
の
食
生
活
指
導
や

講
演
、
教
材
開
発
や
本
の
執
筆
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
相
澤
さ
ん
の
「
日
本
の
食
生
活
の
す
ば

ら
し
さ
」
を
伝
え
る
取
り
組
み
は
国
内
に
と
ど
ま

り
ま
せ
ん
。
近
年
で
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
女
性
に
、日
本
の
魚
加
工
技
術
「
す

り
み
」
を
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
連
の
関
係
団
体
で
あ

る
国
際
食
糧
政
策
研
究
所
（
I
F
P
R
I
）
が
企

画
立
案
し
、
日
本
政
府
が
資
金
援
助
を
し
て
い
る

も
の
で
す
。
日
本
の
伝
統
的
な
魚
加
工
技
術
で
あ

る
す
り
み
を
紹
介
し
、
す
り
み
で
新
し
い
市
場
を

創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貧
し
い
漁
村
女
性
の
生

計
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本

学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
の
顔
も
持
つ
相
澤
さ
ん
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
も
、
本
学
と
の
縁

に
よ
る
も
の
で
し
た
。「
こ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

N
P
O
法
人
海
の
く
に
・
日
本
の
理
事
長
で
あ
る

白
石
ユ
リ
子
氏
は
、
東
京
家
政
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
内
野
美
恵
准
教
授
と
と

も
に
、以
前
か
ら
ア
フ
リ
カ
で
の
支
援
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
わ
た
し
の
授
業
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
も
お
越
し
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ご
縁
と
内
野
先
生
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、

わ
た
し
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」

　
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
西
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
す
が
、
魚
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
と

こ
ろ
は
日
本
と
と
て
も
似
て
い
ま
す
。
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
で
は
、
一
般
的
に
尾
頭
付
の
魚
一
尾
を

調
理
し
て
食
べ
る
こ
と
を
好
む
た
め
、
小
魚
は
需

要
が
少
な
く
、
冷
蔵
管
理
も
で
き
な
い
た
め
に
廃

棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
。「
小
魚
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
S
D
G
s
で
の
フ
ー
ド
ロ
ス
を
解
消
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
い
わ
し
や
あ
じ
を
使
う

す
り
み
加
工
は
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
な

る
と
考
え
ま
し
た
」
と
相
澤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
現
地
で
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
女
性

達
を
集
め
て
、
食
育
の
重
要
性
や
魚
の
栄
養
と
健

康
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
す
り
み
の
調
理
実
習
、
販
売
の
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
後
、
街
頭
で
実
践
販
売
を

行
い
ま
す
。
相
澤
さ
ん
は
す
り
み
の
メ
ニ
ュ
ー
作

り
と
調
理
実
習
を
担
当
し
ま
し
た
。
相
澤
さ
ん
が

現
地
に
行
く
前
に
最
も
悩
ん
だ
の
は
、
味
に
保
守

的
で
新
し
い
も
の
は
あ
ま
り
受
け
入
れ
な
い
ア
フ

リ
カ
人
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
調
理
を
す
れ
ば

す
り
み
を
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
え
る
の
か
、
そ
の

料
理
や
味
を
決
め
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
の
料
理
の
味
付

け
は
基
本
的
に
塩
の
み
。
日
本
の
よ
う
な
味
噌
や

醤
油
と
い
っ
た
特
徴
的
な
調
味
料
を
使
わ
な
い
こ

と
は
幸
い
で
し
た
。「
す
り
み
料
理
は
現
地
で
好
ま

れ
る
軟
ら
か
さ
に
し
、
辛
み
の
効
い
た
味
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
こ
と
で
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
心
配

し
た
の
は
す
り
み
作
り
に
使
用
す
る
す
り
鉢
で
す
。

す
り
み
作
り
に
ふ
さ
わ
し
い
器
具
が
な
け
れ
ば
、

す
り
み
を
気
軽
に
作
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
な

い
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。
日
本
か
ら
は

大
き
な
す
り
鉢
を
持
参
し
ま
し
た
が
、現
地
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
巡
っ
た
時
に
、
ト
マ
ト
や
玉
ね
ぎ
を
粗

く
す
り
つ
ぶ
す
、
タ
リ
エ
と
言
わ
れ
る
調
理
器
具

を
見
つ
け
て
、
そ
れ
が
す
り
鉢
の
代
わ
り
に
な
り

ま
し
た
。
も
し
も
、
タ
リ
エ
が
無
け
れ
ば
違
う
メ

ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
食
材
も
調
理
器
具
も
、
現
地
に
あ
る
も
の
で
ど

こ
ま
で
で
き
る
の
か
試
行
錯
誤
の
日
々
。
そ
ん
な

中
で
、
現
地
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
ア
ミ
さ
ん

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
さ
ん
が
相
澤
さ
ん
に
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
言
語
の
壁
を
越
え
て
、
一
緒
に
料

理
を
考
え
る
時
間
は
新
鮮
な
驚
き
と
喜
び
の
連
続

で
し
た
。
ア
フ
リ
カ
人
も
日
本
人
も
同
じ
人
間
同

士
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」
と
相
澤
さ
ん
。
そ
し
て

3
人
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
決
め
た
料
理
は
す
り

み
ハ
ン
バ
ー
グ
、
２
種
類
の
ス
ー
プ
、
す
り
み
を

具
に
し
た
パ
ン
で
し
た
。
続
く
調
理
実
習
に
な
る

と
、
参
加
し
て
い
る
女
性
た
ち
は
、
魚
の
扱
い
に

慣
れ
て
お
り
、
調
理
が
手
早
く
て
上
手
。
出
来
上

が
っ
た
料
理
は
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
そ
し
て
街
に
繰
り
出
し
、
実
践
販
売
の
日
を
迎

え
ま
す
。
試
食
を
持
っ
て
道
行
く
人
に
声
を
か
け

る
女
性
た
ち
の
顔
は
、
一
気
に
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ

ン
に
早
変
わ
り
。押
し
が
強
い
彼
女
た
ち
の
パ
ワ
ー

に
圧
倒
さ
れ
、
商
品
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し

ま
し
た
。
彼
女
た
ち
の
中
に
は
、
実
践
販
売
で
手

ご
た
え
を
感
じ
、
翌
日
に
は
早
速
自
分
で
す
り
み

ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
っ
て
販
売
し
た
と
い
う
人
も
い

ま
し
た
。
良
い
と
思
え
ば
即
行
動
の
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
の
女
性
た
ち
。
彼
女
た
ち
の
中
に
は
一
人

で
沢
山
の
家
族
を
養
っ
て
い
る
方
、
職
を
失
い
一

日
一
食
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
過
酷

コートジボワールでの実践販売の様子

と
思
え
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、
生
き
る
力
と
た
く

ま
し
さ
、
そ
し
て
「
貧
し
い
か
ら
こ
そ
協
力
し
合

う
の
が
当
た
り
前
」
と
、
優
し
く
明
る
い
笑
顔
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。相
澤
さ
ん
に
と
っ
て
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
の
経
験
は
、
自
身
に
「
新
し
い

風
が
吹
き
抜
け
て
い
く
、
宝
物
の
よ
う
な
時
間
」

で
し
た
。

　　
大
学
生
活
か
ら
今
ま
で
、
一
貫
し
て
「
食
」
に

携
わ
っ
て
き
た
相
澤
さ
ん
。
後
輩
、
そ
し
て
高
校

生
の
読
者
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　「『
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
通
じ
る
』
と
言
い

ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
何
か
関
心
や
興
味
が

あ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
そ
れ
が
ど
ん
な
も

の
な
の
か
、
実
際
に
見
た
り
、
体
験
し
た
り
し
て

欲
し
い
で
す
。

　『
聞
く
は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
』
と

言
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初
は
知
ら
な
く
て
当
た
り

前
、
で
き
な
く
て
当
た
り
前
。
実
際
に
自
分
の
目
で

確
か
め
て
、
体
験
し
て
ど
う
思
う
の
か
を
知
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
は
何
が
好
き
で
、
何
が
苦
手
な
の
か

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
た
し
は
失
敗
も
、
そ

し
て
苦
手
な
こ
と
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
ん

な
経
験
も
い
つ
か
役
に
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
で

き
る
、
で
き
な
い
を
考
え
る
よ
り
も
、
実
際
に
や
っ

て
み
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。

　
も
し
も
、
や
り
た
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
何
か
簡
単
な
こ
と
を
1
ヶ
月
だ
け
で
も

続
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
朝
起
き
て
1

杯
の
水
を
飲
む
、
元
気
に
挨
拶
を
す
る
、
掃
除
を

す
る
な
ど
な
ん
で
も
い
い
で
す
。
継
続
す
る
こ
と

で
自
分
自
身
に
変
化
が
あ
り
、
さ
ら
に
も
っ
と
し

た
い
と
思
え
る
こ
と
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
よ
」

　北海道釧路市出身。1987 年に本学家政学部栄養学科を卒業
後、食品会社に勤務。食品会社退社後は北海道で農業を学び
ながら日本食推進シンポジウムや料理講習会を各地で行う。
2004 年に東京でワクワク食育教育を設立、食育料理教室
や食育ツアー、講演活動を各地で開催。2006 年に有限
会社あいねを設立し、食育教育運営・指導業務のほか、
飲食チェーンや食品メーカーなどのメニュー開発や人
材育成業務を行っている。

活躍する卒業生
相澤 菜穂子さん
（家政学部栄養学科卒業） 

有限会社あいね 代表取締役
管理栄養士・食育料理研究家
東京家政大学非常勤講師（食育）

北
海
道
か
ら
上
京
し
て
大
学
へ

強
豪
ス
キ
ー
部
に
入
っ
て
し
ま
い
…

営
業
と
栄
養
士
の
二
刀
流

葛
藤
を
抜
け
て
農
業
の
道
へ

農
業
と
直
結
し
た
食
生
活
を
伝
え
た
い

ワ
ク
ワ
ク
食
育
教
室
、

有
限
会
社
あ
い
ね
の
立
ち
上
げ

西
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
へ

魚
の
「
す
り
み
」
で

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
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は
通
じ
る

実
際
に
自
分
の
目
で
見
る
、
体
験
す
る
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　英語学習プランニングは何度でも受講できます。定期的に相談することで、自分の英語力がどう変化していってい
るかを感じることもできます。過去には、定期的に相談をしながら、一生懸命に勉強して1年間でTOEIC®のスコア
を300点近く上げた学生さんもいます。ぜひ、英語力測定テストに向けて積極的に利用してください！

　受検を通して、皆さんの前後期の英語授業や日頃の自主学
習の成果を確認し、英語学習における新たな目標設定、学習
方法の見直しの機会につながることを期待しています。

◆10月20日（木）　インターナショナルカフェ
　  本学留学生の国の文化について教えてもらいながら交流するイベントです。

◆11月10日（木）　異文化理解講座
　  異文化理解について学びます。

◆11月17日（木）　国際料理教室
　  本学留学生の国の料理を皆で作ります。

◆2023年春　海外研修再開予定（一部のみ）

《英語学習プランニング》

【TOEIC®  関連情報】
　本学ではTOEIC®スコアに応じて、奨励金の給付をおこなっています。奨励金は在学中1度のみ申請可能ですの
で、ぜひチェレンジして奨励金を獲得してください！
①TOEIC®L&R（IPテスト含む。ただしIP（オンライン）は不可）において800点以上を取得した学生に30,000
円を給付する。
②TOEIC®S&Wにおいて300点以上を取得した学生に30,000円、もしくはTOEIC®Speakingにおいて150点以
上を取得した学生に15,000円を給付する。
※英語力測定テストはIP（オンライン）での受検となり、このスコアは対象外です。そのため、奨励金申請時には学
内にておこなわれるTOEIC® Listening & Reading IPテストスコアもしくは、公開テストのスコアが必要です。

《英語学習奨励金》

　年に5回程度TOEIC® Listening & Reading IPテストを実施しています。受験料が公開テストの約半額と経済的
なため、TOEIC®を初めて受ける人、受験回数を重ねてスコアをUPしたい人、自分の英語力を把握したい人におす
すめです。
　最近はIPテストのスコアも公式のスコアと認める企業も多くなってきました。TOEIC®の高スコアは必ず就職活動
や正課外活動で皆さんの強い武器となります。目標スコアを目指して受検してみましょう！
申込はグローバル教育センターmanabaをご確認ください。
受検日：10月16日（日）（申込期間： 9月12日（月）～ 9月27日（火））
受検日：12月24日（土）（申込期間：11月14日（月）～11月30日（水））
受検日： 1月31日（火）（申込期間：12月19日（月）～ 1月12日（木））

《TOEIC® Listening & Reading IPテスト》

　TOEIC®対策講座では学内の講義室で行われる、3回の集中講座で、就職に有利となるスコア600点を目指します。
問題の傾向を含む最新の情報や、公式問題集を使いリスニングとリーディングをパート別に対策し、さらにテストの
時間配分についてなどを経験豊富な専門の先生が詳しく教えてくれます。
　すべての講座に出席すると、講座終了後に実施されるTOEIC®IPを無料で受検することができます。対策講座で得
た知識を実践に生かすことのできる、またとないチャンスです。
　もう少しで目標に到達する方は、この機会を利用しスコアアップを目指してみませんか？

《TOEIC®対策講座》

東京家政大学グローバル教育センター

2022年度
英語力測定テスト

◆ テスト形式
TOEIC® IPテスト（オンライン）
※オンラインテストのため、受検場所等は自身
で設定可。

◆ 受検期間
2022年11月25日（金）～11月28日（月）
※この4日間の内に1回受検

【所要時間：90分程度
（事前アンケート+試験時間約60分）】

◆ 対象者
東京家政大学・東京家政大学短期
大学部1年生、2年生、3年生
※英語コミュニケーション学科の学生を除く
英語コミュニケーション学科の学生は同期
間に「アチーブメントテスト」を受検しますの
で、問い合わせ等は学科にお願いします。

大学1年
平均スコア

就職活動時に
求められる

新卒平均スコア

人気企業や
CA希望者の
必須スコア

英語での
意思疎通が

流暢にできるスコア

海外で
仕事ができる・
教員採用試験で
一部優遇される
スコア

英語学習奨励金
30,000円GET!

471点以上
545点以上

600点以上
730点以上

800点以上

入学 卒業

★TOEIC®活用ステップ★

まずはここを
目指そう！

卒業までに
奨励金GET！

後期イベント情報 詳細についてはmanabaやポータル等でお知らせしますので、チェックしておいてください！予　告

後期からでも
間に合う！！！
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（
１
）　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
２
）　
各
グ
ル
ー
プ
が
授
業
の
集
大
成
と
な
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

スタートアップセミナー 自主自律（板橋キャンパス大学１年次必修科目）

学科横断のアクティブラーニング型授業 開講から４年

■
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
入
生
全
員
が
学
科
横
断
の
協

同
学
習
に
よ
り
学
ぶ
こ
と
で
、
多
様
な
関
心
・
価
値

観
に
触
れ
、
東
京
家
政
大
学
生
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
授

業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
大
学
教
育
の
主
流
で
あ
る
、
教
員
が
学

生
に
知
識
を
教
え
込
む
（
伝
授
す
る
）「
講
義
型
」
の

授
業
形
式
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と

し
た
、
学
生
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取
り
入

れ
た
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
」
の
授
業
形

式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
全
ク
ラ
ス
に
上
級
生
か
ら
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
（
以
下
S
A
）
を
１
名
配
置
し
て
い
ま
す
。

S
A
に
は
、
20
分
程
度
で
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
新
入
生
に
向

け
て
発
表
し
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
新
入
生
が
「
先
輩
」
を
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
見
通
せ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
S
A
に
と
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
振
り
返
る
機
会
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
新
入
生
に
向
け
て
発
表
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、S
A
の「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

成
長
に
つ
な
げ
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

■「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
自
主
自
律
」
は
、
家
政

　
板
橋
キ
ャ
ン

パ
ス
に
通
う
1

年
生
（
家
政
学

部
、
栄
養
学
部
、

人
文
学
部
）
が

〝
東
京
家
政
大

学
で
の
4
年
間

に
お
い
て
、「
愛

情
・
勤
勉
・
聡

明
」
に
も
と
づ

い
た
生
活
を
創

り
営
み
、「
自
主
自
律
」
の
生
き
方
が
で
き
る
人
と

し
て
成
長
す
る
た
め
の
基
礎
を
築
く
（
シ
ラ
バ
ス

よ
り
抜
粋
）〞
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
校
教
育
科
目

（
自
分
が
通
う
大
学
の
建
学
の
精
神
や
歴
史
、
社
会

的
な
役
割
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
）
で
す
。（
１
）

　
異
な
る
学
科
の
学
生
同
士
5
名
程
度
の
グ
ル
ー

プ
で
の
活
動
を
主
体
と
し
た
授
業
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
大
き
く
分
け
て
前
半
と
後
半
の
2
つ
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
前
半
で
は
、
東
京
家
政

大
学
の
原
点
と
そ
の
歴
史
を
確
認
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
本
学
の
未
来
を
考
え
、
後
半
は
「
社
会
に

関
す
る
今
日
的
課
題
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
解
決

策
の
提
案
に
、
チ
ー
ム
で
協
同
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
※
科
目
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
下
記
Q
R
コ
ー

ド
）
に
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　自
主
自
律
」と
は

学
部
・
栄
養
学
部
・
人
文
学
部
の
全
学
科
か
ら
選
ば
れ

た
約
30
名
の
専
任
教
員
が
科
目
を
担
当
し
ま
す
。
科
目

の
担
当
教
員
は
毎
年
代
わ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
科
目
を

担
当
す
る
こ
と
が
本
学
の
F
D
活
動
（
２
）
の
一
環
と
な

る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。（
本
学
に
お
け
る
F
D

の
定
義
…
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
自
主
自
律
」
の
道
を

歩
む
こ
と
の
で
き
る
人
材
、
生
活
信
条
と
し
て
の
「
愛

情
・
勤
勉
・
聡
明
」
を
実
践
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向

け
て
行
わ
れ
る
、
組
織
的
か
つ
継
続
的
な
教
育
改
革
の

取
り
組
み
の
総
称
で
す
。）

よ
り
質
の
高
い
授
業
を
目
指
し
て

　「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
自
主
自
律
」
は
、
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
や
担
当
教
員
・
S
A
の
声
な
ど
か
ら
、
毎
年

授
業
計
画
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
、
2
0
2
0
年
度
、
2
0
2
1
年
度
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
間
に
も
、
科
目
の
特
徴
と
ね
ら
い
が
達
成
さ
れ
る
よ
う

に
授
業
計
画
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
授
業
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
2
0
2
2
年
度
は
2
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
授
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
対
面
形
式
で
の
授
業

実
施
に
よ
り
、
学
生
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
て
よ
り
活
発

な
意
見
交
換
が
で
き
た
一
方
で
、
対
面
形
式
に
な
っ
た

か
ら
こ
そ
見
直
す
べ
き
点
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
自
主
自
律
」

に
関
す
る
意
見
を
受
け
取
め
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
質
の
高
い
授
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
1
）　
狭
山
校
舎
で
も
同
名
科
目
が
開
講
し
て
い
ま
す
が
内
容
が

少
し
異
な
り
ま
す
。

（
2
）　
F
D
活
動
…
大
学
で
の
教
育
の
質
を
改
善
・
向
上
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
の
こ
と
。

　
　

S
A
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
？

　

　
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
２
つ
あ
り
ま

す
。1
つ
目
は
、自
分
が
1
年
生
の
と
き
の「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
自
主
自
律
」
で
の
、
S
A
の

先
輩
が
非
常
に
魅
力
的
な
方
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

わ
た
し
も
こ
の
先
輩
の
よ
う
に
、
S
A
に
挑
戦
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
芯
を
し
っ
か
り
持
っ

た
女
性
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
2
つ
目
は
、
自
分
の
大
学
生
活
の
中
で
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
に
、
勇
気
を
も
っ

て
挑
戦
し
、
や
り
遂
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

特
に
自
分
が
1
年
生
の
と
き
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
メ
イ
ン
の
大
学
生
活
（
１
）
を
過
ご
し
、
な

か
な
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

2
年
生
に
な
っ
た
ら
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

S
A
に
な
り
、
授
業
サ
ポ
ー
ト
で
特
に
気
を
配
っ

て
き
た
こ
と
は
？

　
　

学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
意
見
だ
け
を
主
張

す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
意
見
も
聞

き
、
そ
し
て
理
解
し
な
が
ら
話
し
合
い
を
す
す
め

て
い
る
か
を
特
に
注
意
し
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
時

の
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
グ
ル
ー

プ
で
協
力
し
て
行
う
活
動
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の

話
し
合
い
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
、
迷
っ
て
い

る
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
は
な
い
か
、
学
生
一
人
ひ

と
り
の
発
言
も
含
め
て
各
グ
ル
ー
プ
の
様
子
を
よ

く
観
察
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

S
A
で
授
業
サ
ポ
ー
ト
を
経
験
す
る
中
で
、
吉
田

さ
ん
の
記
憶
に
一
番
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す

か
？

　
　

第
13
回
目
の
授
業
（
２
）
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。
4
月
か
ら
S
A
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
1

年
生
の
成
長
ぶ
り
を
、
各
グ
ル
ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
と
て
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。
彼

女
た
ち
が
大
学
生
活
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
に
力
を
つ
け
て
い
っ
た
の
か
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
た
時
間
で
し
た
。
ま
た
、
自
分
自

身
が
１
年
生
で
あ
っ
た
時
が
と
て
も
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
、
時
間
の
流
れ
の
早
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
し
て
自
分
自
身
も
、
も
っ
と
頑
張
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

S
A
の
活
動
を
通
じ
て
吉
田
さ
ん
自
身
が
成
長
で

き
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　

以
前
よ
り
も
人
前
で
話
す
こ
と
に
抵
抗
感
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
相
手
に
対
し
て
、
自
分
の

考
え
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
分
か
り
や
す
く
、
ま

た
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
か
を
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
S
A
を
経
験
す
る
前
ま
で
は
、
人

前
で
話
す
時
に
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、
大
き

な
声
で
自
信
を
持
っ
て
自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と

が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
自
主
自
律
」
で
は
、

S
A
と
し
て
、
1
年
生
に
向
か
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

や
感
想
な
ど
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
多

か
っ
た
の
で
、
恐
れ
ず
に
自
分
の
意
見
を
相
手
に

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
学
び

ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
S
A
の
経
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教
育
改
革
の
一
貫

特 徴

3

英語コミュニケーション学科　2年　吉田京加さん
令和4年度スタートアップセミナー自主自律において、
SAをつとめた吉田京加さんにSAの活動について話を聞
きました。

Ｓ
Ａ（
ス
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ュ
ー
デ
ン
ト
・
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シ
ス
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ン
ト
）に

　
　
　  

聞
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み
ま
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た
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中学校・高校　保健講話実施 ～歯・心・性～
突然ですが、タイトルの「歯・心・性」の共通点はなんでしょうか。
① 附属女子中高で学べること　② 保健講話のテーマ　③ 知っているようで意外と知らないこと

中学校　芸術鑑賞会 高校　勉強合宿　正解は①～③の全部です。附属女子中高では、今年度下記の
テーマで保健講話を実施しました。いずれのテーマも授業で触
れており、女子中高生にも身近なものです。しかし、改めて詳
しく考える機会が少なく、人知れず悩むことが多いものでもあ
ります。保健講話では、そんな‘知っているようで意外と知ら
ない’各テーマの分野で活躍するプロフェッショナルから、直
接講演を伺います。どの保健講話も、皆一生懸命にメモをと
り、興味深く話を聞いていました。
　保健講話を実施する目的は、各テーマについて知識を身に着け
ること、悩んだとき困ったときの対応を学んでおくことです。
「自分1人で悩まないでほしい」という想いや、「成長のきっか
けに繋がってほしい」という願いも込めながら実施しました。実

際に、心の健康の
事後アンケートで
は、「心の健康に
関することで困っ
たり誰かに相談さ
れたりしたら、大
人を頼るというこ
とを覚えておきた
い」「ストレスと
上手に向き合い、

自分を成長させたい」といった感想がありました。
　｢保健室」と聞くと、養護教諭と生徒１対１の個別の関わり
を思い浮かべる方も多いかと思います。しかし、附属女子中高
では保健講話のように、集団へのアプローチも行っています。
個別と集団のアプ
ローチが叶う本校
の特色を活かし
て、大切な生徒一
人ひとりが心身と
もに健康で、自分
らしく学校生活を
送ることを支援し
ています。

中学校・高校　「防犯訓練講話」等 実施
　青少年を取り巻くインターネット環境の急速な変化や、ス
マートフォンなどの携帯端末の普及により、「自画撮り被
害」などのトラブルに巻き込まれ、被害者となるケースが増
加していることから、東京都都民安全推進部ファミリeルール
による、高校生7月12日「生活セミナー」、中学生7月16日
「スマホ安全教室」を実施しました。
　内容は両日ともに、SNSなどによるトラブル事例やそれか
ら身を守るための防犯策などを踏まえた、正しい使い方、ま
た親子におけるコミュニケーションの重要性や家庭でのルー
ル作りの必要性などの基本的な知識のほか、自画撮り被害な
どに係る性被害の実態や防犯策をスライドや動画を見ながら
講師の先生から分かりやすく説明していただきました。
　さらに、通学路・電車内・駅構内などで不審者・痴漢・盗
撮などの対策や被害にあってしまったときの対応を学び、安
心安全な登下校につなげるために、7月19日に板橋警察署生
活安全課のスクールサポーターの方を講師としてお招きし、
「防犯訓練講話」を実施しました。電車内での具体的な痴漢
対策などを動画を見ながら説明をしていただきました。

　痴漢対策として、大き
な駅の改札口に近い車両
は避ける（痴漢にとって
逃げ道が作りやすい）、
車両の端や連結部に近い
ところは避ける（奥まっ
た場所で、被害者にとっ
て逃げ場がなく、ほかの乗客の目が届きにくい）、ドア付近
は避ける（一番混雑する場所なので、接触が容易。特に、急
行・快速など停車しない区間が長い場合や、停車しても開か
ないドア付近は要注意）などを教えていただきました。
　また、夏休みに向けて新宿、渋谷、池袋などの繁華街は特
にいろいろな被害を受けやすいので、できるだけ出向かない
ようにとの説明がありました。
　｢生活セミナー」「スマホ安全教室」「防犯訓練講話」いず
れも生徒たちはメモをとるなどして、真剣に聞き入っていま
した。今後の安心安全な生活に役立つ有意義な時間となりま
した。

〈高2学年〉性教育：助産師　やまがた氏による講演の資料

　附属中学では、情操教育の一環と
して、「芸術鑑賞会」を年に一度実
施しています。ミュージカル、オー
ケストラ、バレエの3種類を年度ごと
にローテーションさせ、3年間ですべ
てが鑑賞できるという行事です。近
年はコロナ禍のため中止せざるを得
ない状況が続いていましたが、今年
度は3年ぶりに開催することができ、去る7月14日に劇団四
季のミュージカル「アラジン」を鑑賞しました。
　開演の幕が上がるや否や、生徒たちは夢と魔法の世界に引
き込まれていきました。アラジンの明るさと何事にもあきら
めない気持ちは勇気を、ジャスミンの一途な思いは愛情を、
そしてランプの精のジーニーは自由であることの喜びを私た
ちに伝えてくれました。今回の芸術鑑賞会を通して、人に
とって大切な感情を呼び起こし、生徒たちは心豊かな女性に
一歩近づいたのではないかと感じています。
　なお、来年度の芸術鑑賞会では、オーケストラを鑑賞する
予定です。

　附属高校では、例年8
月末に「狭山αキャンプ
（勉強合宿）」を東京家
政大学狭山キャンパスの
講義室、セミナーハウス
を利用して4泊5日で実
施しています。一昨年、昨年と新型コロナウイルス感染症
の影響で行えていませんでしたが、今年3年ぶりに実施する
ことができました。
　宿舎の関係で狭山キャンパスではなく、多摩市永山の研
修施設を利用して行い、高校1年生から3年生、計39名で
1日10時間以上の自学自習を中心に、教員による講習や面
談などを行いました。高校1年生は先輩の様子を見て高校に
おける勉強の姿勢を学び、高校2年生は希望進路に向けて受
験勉強を始めるきっかけに、そして高校3年生は受験に向け
て夏のラストスパートに。日数は例年よりも短く2泊3日で
はありましたが、多摩丘陵の見渡せる恵まれた環境で、同
じ志を持つ友人とともに、今までにない勉強時間を経験す
ることで自信をつけ、学習の自主自律を実践しました。

10月22日（土）・23日（日）実施予定令和4年

附属女子中学校・高等学校

緑苑祭『笑顔輝け！青春forever♡』

　緑苑祭実行委員会・緑苑祭参加団体説明会は5月2日から実施され、7月までに実行委員会が2回、参加団体説
明会が2回行われました。
　本年度の緑苑祭テーマは、「笑顔輝け！青春forever♡」となりました。附属中高では、緑苑祭実行委員会を中
心として、各クラスにアイディアをつのる形で、毎年の緑苑祭のテーマを決めています。高校25クラス、中学9
クラスから色々なテーマが提出されました。令和4年度は、コロナ前に近い形で緑苑祭を実行できるということ
で、附属中高生の思いが表れたテーマが選ばれました。

　本年度の緑苑祭ポスターには、全部で11作品の応募がありました。7月19日に、附属中高の全生徒による投票が行
われ、以下の作品が1位～3位に選ばれました。

令和４年度　緑苑祭テーマ

緑苑祭ポスターコンクール

緑苑祭ポスターコンクール2022　当選作品

高校　３年G組　T.Cさん 高校　３年C組　S.Yさん 高校　２年E組　S.Kさん

〈中１学年〉
　歯科講話：学校歯科医　松山医師による講演

〈高１学年〉
　心の健康：精神科看護師　上松氏による講演
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東京家政大学　アドミッションセンター

TEL：03-3961-5228（直通）　　　nyushi@tokyo-kasei.ac.jp
お問い合わせ

2023  入試情報 ※出願の際はホームページより必ず学生募集要項をご確認ください。

東京家政大学・東京家政大学短期大学部ではさまざまな入試方法を導入しています。

高校の成績、志望する各学科・科・専攻への理解・意欲・資質・学力等、総合的に判断する入試です。

グローアップ入試 インターネット出願実施

大学入学共通テスト利用入試 インターネット出願実施

実績等をもとに大学が指定した高等学校に推薦を依頼する推薦入試です。

指定校推薦

大学：全学科　短大：全科　※該当の高等学校のみ。詳細は高等学校にお問い合わせください。実施学科・科

内　　　　容

インターネット出願実施

高等学校での活動や自分自身の特技・長所や将来の目標を記入した自己推薦書と高等学校からの調査
書（学習成績の状況）を評価します。さらに、大学入学共通テスト（学科・科指定2科目/3科目）の得点も
併せて選抜します。　　　　　　　　　　　　　　　　※併願制ですので、出願後も他大学等への受験が可能です。

総合型選抜（共通テスト利用型）
内　　　　容

インターネット出願実施

内　　　　容

自己推薦書（10点） 学習成績の状況（10点） 大学入学共通テスト 合否結果＋ ＋ ＝

出願：1/10～31（自己推薦書提出） 大学入学共通テスト受験：1/14・15 合否発表：2/13

大学入試センターの実施する試験を受験し、その成績を大学・短大が利用して選抜する入試です。内　　　　容

一般選抜 インターネット出願実施

一般選抜は大学・短大の両方に出願でき、かつ複数の学科・科・専攻に出願できます（看護学科はリハビリテー
ション学科とのみ併願可）。複数学科・科・専攻に出願した場合はそれぞれに合否結果を発表します。

内　　　　容

１つの受験で同じ試験日の複数の学科・科・専攻に出願できます。
統一地区・1期（共通テスト併用型）・2期（共通テスト併用型）それぞれで同日併願ができます。
※看護学科の一般選抜は、3科目中高得点2科目の成績を使用し、リハビリテーション学科のみ併願ができますが、それ以外の他学
科・科・専攻との併願はできません。

※学科・科・専攻によって指定する入試科目が違います。1つの受験で複数学科を出願（同日併願）する場合は、各々の学科・科・専攻
の指定した科目を受験してください。入試科目の確認をしてください。

大学入試センターが実施する大学入
学共通テストを受験しなければ、この入試制度を利用
することはできません。必ず大学入学共通テストを受
験してください。

選択科目を規定数以上受験している
場合は、高得点の科目を合否判定に使用します。本人
が申し出る必要はありません。

POINT 1 「選択科目の中で2教科2科目、ただし国
語、外国語いずれか1教科1科目選択必須とする」とある
ものについては、国語と外国語の2科目の組み合わせで
もよい。
また、下記のように複数の科目を受験した場合は❶❷の
2科目の合計点で選抜します。

POINT 4

POINT 2

●個別試験＋共通テスト（1科目or 2科目）
　但し、1科目は本学個別試験(国・数・英から選択、但
し英語コミュニケーション学科と看護学科は英語必
須）で、もう1科目（看護学科は2科目）は共通テストの
科目を利用（個別試験での受験科目以外）します。

　 1期（共通テスト併用型）

●統一地区は10地区の試験会場で実施
　※看護学科は1/26・1/27ともに東京板橋のみ受験可

※造形表現学科は1/26は学力試験、1/27は学力試験または実技試験となります。1/26に学力試験を、1/27に実技試験を受験した場合は、〈学力〉
と〈実技〉で別々の入試形態となるため、それぞれの日程ごとに選抜を行います。実技試験は東京板橋会場。
※各実施会場の詳細については入学試験要項をご確認ください。

●受験日が地区により異なるため、1/26・1/27の2日間受験することも可。
●看護学科は3科目受験のため、1/26・1/27ともに東京板橋のみの受験となります。
●1/26・1/27、2日間連続して同じ学科・科・専攻を受験した場合、各々の試験日の合計点で高得点の試験日の点数を使って選抜。

　 統一地区

●大学
　共通テスト（2科目or3科目）＋総合問題（記述含む）
＋学習成績の状況
●短期大学部
　総合問題（記述含む）＋学習成績の状況

　 2期（共通テスト併用型）

各学科・科・専攻の利用科目を満たし
ていれば、同じ日程の中で複数併願することができま
す。

POINT 3

①国語と英語を比較し、国語が点数の高い科目であれば
　国語の成績を利用
②英語、日本史B、生物の中で一番点数の高い科目の
　成績を利用

例：国語・英語・日本史B・生物の4科目を受験した場合

１つの試験成績を利用して複数の学科・科・専攻に出願できます。

同 日 併 願

試験日や期が違うものは各々の試験を受験します。期が同じでも試験日が違うもんは2日間出願できます。
※看護学科と他学科・科・専攻は、リハビリテーション学科を除いて同日併願できませんが、他日併願はできます。

他 日 併 願

１/26実施地区 水戸・長野・富山・高崎・宇都宮・東京板橋

試験日　1/26（木）・1/27（金）

１/27実施地区 仙台・新潟・甲府・静岡・東京板橋

次の各要件を全て満たしている
女子。

●2023年３月に高等学校もしく
は中等教育学校の後期課程を
卒業見込みの者。

●各学部・学科の定める学習成
績の状況を満たす者。

●本学を第一志望として入学を
強く希望し、本学の学問に深い
興味を持ち、入学後も積極的
に学問に取り組み、その能力を
発揮できる者。

●出身高等学校長の推薦する者。

1

2 3
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すきなものコレクション タグラグビー 赤ちゃんのお世話体験

　令和4年度　東京家政大学・東京家政大学短期大学部 在学生特待生奨学金授与式が令和4年6月29日に執
り行われました。
　今年度は感染対策に配慮し、三木ホ－ルで列席者を最小限とし、授与者は各学科・科より選出された板橋
校舎特待生60名（当日の参加者は57名）でした。

　始めに三浦副学長・学生支援センタ－所長より特待生奨学金につい

ての説明（＊）があり、続いて井上学長より、広く社会に興味を持ちなが

ら学園に貢献して欲しいとの話がありました。採用通知書の授与後、

学修・教育開発センタ－兼古所長より学生CREDについての説明と特

待生の中から学生CRED代表が活動紹介をしました。

＊在学生特待生奨学金は学園創

立130周年を記念し創設さ

れた奨学金制度です。

　各学科・科より選考された学

業・人物に優れた学生を学長

が決定し、年間授業料の半額

が給付されます。

東京家政大学在学生特待生奨学金授与式
　「子ども大学さやま・いるま」は、狭山市・入間市の教育委員会と本学（地域連携推進センター）とで実行委員会を組

織し開催しています。子ども大学は、平成14年にドイツのチュービンゲン大学で始まり、日本では平成21年に誕生。平

成22年から、埼玉県の推進により、地域の大学や市町村等が連携して子どもの知的好奇心を刺激する学びの機会提供、

地域で子どもを育てる仕組み創りの活動が開始され、地域連携推進センターが担当しています。

　本学は、平成23年度に始まり、本学教員・地域の専門家が「はてな学・ふるさと学・生き方学」の3つのキーワードに

より、毎年、大学の特色を活かした講義を開発・実施しています。例年、定員を超える応募があり、保護者の方々にも好

評を得ています。今年度で第11期目を迎え、7月23日に入学式の後、1日目がスタートし、タグラグビー体験の他、物

づくり、看護のお仕事体験、多文化理解の体験等など、盛り沢山の講義が大盛況のうちに修了しました。今後も、地域と

連携・一体となって、教育支援に努めてまいります。

子ども大学さやま・いるま

　令和４年６月29日、令和４年度 東京家政大学 名誉教授称号授与式が執り行われました。
称号授与者：今留忍教授・井森澄江教授・原惠理子教授・山本和人教授

　在職中の教育上の功績により、今年度は令和

４年３月31日に退職された英語コミュニケー

ション学科・原惠理子教授、教育福祉学科・山

本和人教授と井森澄江教授、看護学科の今留忍

教授の4名の先生方に井上学長より、名誉教授

称号が授与されました。

　菅谷理事長、井上学長からのお祝いのことば

に続き、名誉教授からのご挨拶では、各先生方

より着任当時から今日にいたるまでの本学での

思い出などが披露され、和やかな雰囲気の中、

閉式しました。最後に出席者全員で記念撮影を

行い、名残惜しい中での散会となりました。

東京家政大学 名誉教授称号授与式

未来を担う子どもたちの成長を育む
「地域の教育支援」

　7月8日～9日、早い夏の訪れの中かせい森のおうち5歳児のお泊り保

育を行いました。保育者も子どもたちもドキドキワクワクしながらその

日を迎えました。

　子どもたちが力を合わせて、相談し、工夫を重ねてお泊り会を指折り

楽しみにする姿に、保育者は励まされ、子どもたちが皆元気でその日を

迎えられるようにと祈るような気持ちで1ヶ月の準備期間を見守ってい

ました。

　当日の午前中のプラネタリウムで夏の星座や星のお話に触れ、午後の

園庭でのお祭りでは、輪投げ、ヨーヨー釣り、くじびきなど、ボラン

ティア学生のお手伝いもあり、3歳さん、4歳さんも一緒に楽しむことが

できました。

　子ども支援学科の学生と一緒にこの日のために作ったお神輿を子ども

たちが担いで、お祭りの盛り上がりも最高潮に達しました。「ワッショ

イ、ワッショイ！」と初めて担ぐ子どもたちの笑顔が輝きました。森の

おうちで過ごした一泊の経験が、より子どもたちを逞しく育ててくれた

ようです。これからも子どもたちの心を深く広く育む森のおうちの保育

を積み重ねてまいります。

保育園・かせい森のおうち　みどりぐみ　お泊り保育
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Tokyo Kasei Press Vol.94
学校法人渡辺学園　広報誌なでしこ
2022 年 10 月発行

学校法人渡辺学園 東京家政大学・法人組織改訂（2022.10.１～）

次号95号は、2023年１月発行の予定です。
掲載希望の記事がありましたら、
広報・宣伝部にご連絡ください。

新型コロナウイルスの影響により、本誌掲載の行事等の開催
が変更・中止になる場合があります。お問い合わせは広報・宣
伝部（03-3961-5690）までご連絡ください。

Tokyo Kasei Press 広報誌なでしこ
創設時の校章に「愛を意味し、母性愛と教育愛を象徴している」
撫子（なでしこ）の花がかたどられています。“平成”から“令和”
になった 2019 年に広報誌へリニューアルし、『なでしこ』の通
称名を付けました。これからの時代を“しなやかに凛と生きる”
女性として社会で活躍できるよう、願いを込めて多くの情報を
発信していきます。

学生記者　募集中です！！
広報・宣伝部では学生記者を募集しています。文章を書くこと
が好きな方、大学生活で新しいことにチャレンジしてみたい方、
一緒に広報誌なでしこを作りませんか？授業・サークル活動な
どに支障がない形で参加可能です。ご興味のある方は、お気軽
に広報・宣伝部（03-3961-5690）までお問い合わせください。

「Tokyo Kasei Press 広報誌なでしこ」へ各種募集・告知・報告等の記事を掲載希望の方は、広報・宣伝部まで原稿等
をお寄せください。次号は2023 年１月発行の予定です。よろしくお願いいたします。
＜お問い合わせ先＞広報・宣伝部（担当：涌井）　メール：wakui-s@tokyo-kasei.ac.jp

☆記事掲載希望の方へ

　昨年度開催したオンライン講演会を今年度もオンラインにて開催いたします！
社会で活躍しているセンパイたちをお呼びして、これまでの歩みについて詳しくお話していただきます。
　大学で学び得たものを卒業後にどのように活かしているのか？センパイたちが考える未来とは？
　当日は、みなさんからの質問にも答えて頂きます。是非、ご参加ください。

ヒューマンライフ支援機構 女性未来研究所主催 オンライン講演会

｢わたしの生き方 わたしたちの未来」告知

令和4年 11月24日(木）　15：30～17：00日　　時

オンライン開催（Zoomウェビナー）会　　場 事前登録が必要です。参加方法

令和4年 11月18日（金）登録締切

在学生・教職員　200名　卒業生・一般　100名定　　員

田口　伊津子 氏
（本学卒業生・トキハソース株式会社代表取締役）登 壇 者

お問い合わせ
東京家政大学女性未来研究所　
E-mail：josei-mirai@ tokyo-kasei.ac.jp　

吉田　佳子 氏
（本学卒業生・Giving tree主宰・管理栄養士）

第1部：講演

第2部：座談会

　センパイたちからこれまでの歩みや今にいたるターニ

ングポイントについて講演頂きます。センパイたちの話を

聞いて、自分の将来を想像したり、新たな選択肢を見つけ

たりするキッカケにしてみませんか？

　座談会では、皆さんからの質問にセンパイたちがお答

えします！

プログラム

参加費
無料

お申込みはこちら⬇

監事

法人部門

内部監査部

企画戦略部

広報・宣伝部

総務部

財務部

教育支援センター

学生支援センター

共通教育推進部

教職センター

保健センター（板橋）

狭山学務部

狭山保健室

大学図書館（板橋図書館）

博物館

グローバル教育センター

臨床相談センター

ヒューマンライフ支援機構 生活科学研究所

総務課
学務課

学生支援課
キャリア支援課

教育・研究支援課
学修支援課

入試課
入試広報課

経理課
管財課

総務課
人事課

Web戦略課
マスメディア対応課

企画運営課
四大改革推進課

発注・検収課

女性未来研究所

地域連携推進センター

ヒューマンライフ支援センター

機構運営部
 ・社会連携グループ
 ・産学連携推進グループ

学修・教育開発センター

狭山図書館

かせい森のクリニック

産後ケア部門

訪問看護部門

コンピューターシステム管理センター

アドミッションセンター数学部門

理事会理事長 常務理事会

評議員会

（併設型中高一貫校）

※通称：保健センター

※大学院事務含

森のサロン

附属女子高等学校
附属女子中学校

認定こども園附属みどりケ丘幼稚園

ナースリールーム（事業所内保育園）

かせい森のおうち

かせい森の放課後等デイサービス

児童発達支援事業所　わかくさ
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理事長コラム

理
事
長
コ
ラ
ム〝
世
界
を
生
き
る
〞

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長
　菅
谷 

定
彦

日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑬

　
日
本
経
済
新
聞
工
業
部
（
の
ち
産
業
部
）
第
一
線
記

者
時
代
、
私
は
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ッ
プ
、
1
年

下
の
河
村
有
弘
君
は
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ッ
プ
と
し

て
共
に
連
日
連
夜
、
取
材
先
へ
の
夜
討
ち
朝
駆
け
を
続

け
て
い
た
。
そ
の
戦
友
、
河
村
君
が
私
の
1
年
遅
れ
で

増
員
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
と
し
て
赴
任
し
た
の
は

1
9
7
2
年
（
昭
和
47
年
）
3
月
だ
っ
た
。

　
河
村
君
は
開
成
高
校
で
柔
道
の
選
手
と
し
て
な
ら
し

た
生
粋
の
江
戸
っ
子
。「
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
１
浪
」
後
、

早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
の
新
聞
学
科
を
経
て

新
聞
記
者
を
志
し
、
日
経
と
読
売
と
も
合
格
し
て
日
経

を
選
ん
だ
。
私
は
関
西
屈
指
の
進
学
校
、
甲
陽
学
院
中
・

高
校
、
早
大
第
一
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
時
代
を
通

じ
て
硬
式
テ
ニ
ス
で
、
文
武
両
道
の
全
国
的
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
名
声
を
博
し
、
河
村
君
と
同
様
新
聞
1
本
。

朝
日
は
入
社
試
験
最
初
の
常
識
問
題
が
非
常
識
で
気
に

く
わ
ず
白
紙
で
出
し
て
退
室
。
日
経
は
真
面
目
に
と
り

組
ん
で
「
最
優
秀
の
成
績
」（
当
時
の
佃
正
弘
編
集
局

長
の
評
）
で
日
経
に
入
社
し
た
。

　
日
経
工
業
部
記
者
時
代
私
は
「
三
菱
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

提
携
」「
Ｇ
Ｍ
・
い
す
ず
提
携
」
の
2
つ
の
ス
ク
ー
プ
を

も
の
に
し
日
本
新
聞
協
会
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
が
、
河

村
君
は
鉄
鋼
キ
ャ
ッ
プ
就
任
1
週
間
後
に
「
八
幡
・
富

士
製
鉄
合
併
」
を
毎
日
新
聞
に
ス
ク
ー
プ
さ
れ
る
不
運

に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
合
併
は
公
正
取
引
委
員

会
な
ど
の
強
い
反
対
に
直
面
、昭
和
43
年
3
月
末
の
「
新

日
本
製
鉄
発
足
」
ま
で
丸
2
年
を
要
し
た
。
こ
の
間
の

八
幡
、
富
士
両
製
鉄
、
公
取
お
よ
び
政
財
界
を
巻
き
込

ん
だ
一
連
の
動
き
は
河
村
君
が
全
て
先
手
を
打
っ
て
報

道
し
た
こ
と
を
彼
の
名
誉
の
た
め
に
は
記
し
た
い
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
し
た
河
村
君
を
ま
ず
連
れ
て

い
っ
た
の
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
。
彼

が
ゴ
ル
フ
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
の
は
知
っ
て
は
い
た

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
仲
間
や
国
連
代
表
部
、
総

領
事
館
、
企
業
の
ト
ッ
プ
と
の
つ
き
合
い
で
ゴ
ル
フ
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
1
年
間
で
わ
か
っ
た
の
で
、
道
具

を
買
わ
せ
る
た
め
だ
っ
た
。

　
私
が
米
国
に
持
ち
込
ん
だ
日
本
製
の
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

が
使
用
1
年
で
飛
ば
な
く
な
っ
た
の
で
購
入
し
た
の
は

ベ
ン
・
ホ
ー
ガ
ン
の
フ
ル
セ
ッ
ト
。
河
村
君
に
は
良
い

ク
ラ
ブ
を
使
わ
せ
な
い
と
す
ぐ
や
め
る
可
能
性
が
あ

り
、
円
も
71
年
末
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
合
意
で
1
ド
ル
＝

3
0
8
円
に
上
昇
し
、
私
が
ベ
ン
・
ホ
ー
ガ
ン
を
買
っ

た
時
よ
り
円
換
算
の
出
費
は
少
な
く
て
済
む
と
説
得
。

高
級
ク
ラ
ブ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
へ
ー
ゲ
ン
の
セ
ッ
ト
を

買
わ
せ
た
。
早
速
私
の
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
ア
パ
ー
ト
か

ら
近
い
キ
セ
ナ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス
に
２
人
で
出
か

け
た
の
は
5
月
初
め
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
数
ホ
ー
ル
回
っ
た
と
こ
ろ
で
太
目
の
中
年
女
性
2
人

に
追
い
つ
き
、
2
人
の
ボ
ー
ル
が
グ
リ
ー
ン
に
乗
っ
て

「
Ｏ
Ｋ
」
と
手
を
上
げ
ホ
ー
ル
の
外
へ
歩
き
出
し
た
と

こ
ろ
で
せ
っ
か
ち
な
河
村
君
が
打
っ
た
ボ
ー
ル
が
珍
し

く
ま
っ
す
ぐ
飛
び
、
グ
リ
ー
ン
を
出
か
か
っ
た
女
性
の

お
尻
に
2
バ
ウ
ン
ド
で
当
た
っ
た
。「
ど
う
し
よ
う
」

と
河
村
君
が
聞
く
の
で
私
は
と
っ
さ
に
「
走
っ
て
い
っ

て
と
り
あ
え
ず
謝
っ
て
こ
い
」
と
伝
え
た
。

　
こ
れ
が
失
敗
だ
っ
た
。
河
村
君
は
自
ら
の
住
所
（
当
時

は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
安
ホ
テ
ル
）
と
電
話
番
号
を
書
い
た

紙
を
手
渡
し
「
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
を
」
と
伝
え
た
。
と

こ
ろ
が
数
日
後
医
者
の
診
断
書
と
請
求
書
が
届
き
そ
れ
も

3
〜
4
回
続
い
て
合
計
額
は
百
数
十
ド
ル
に
の
ぼ
っ
た
。

村
瀬
二
郎
弁
護
士
や
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
だ
っ
た
村
松

敦
日
本
興
業
銀
行
事
務
所
長
ら
米
国
通
か
ら
「
ア
メ
リ
カ

人
に
は
簡
単
に
は
謝
罪
し
な
い
方
が
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
た
私
と
し
て
は
判
断
ミ
ス
で
河
村
君
に

謝
っ
た
。
た
だ
逆
に
「
貴
方
が
打
っ
て
良
い
と
手
を
上
げ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人（
下
②
）

同
僚
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
、

　
　
　
　
　

  
米
女
性
の
で
ん
部
直
撃

た
か
ら
打
っ
た
の
だ
」
と
言
い
張
っ
て
い
れ
ば
も
っ
と
面

倒
な
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
河
村
君
が
帰
国
後
、
男
子
プ
ロ
と
の
プ
ロ
ア
マ
戦
で

当
時
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
っ
た
尾
崎
直
道
選
手
と
ラ

ウ
ン
ド
し
た
時
「
河
村
さ
ん
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
へ
ー
ゲ

ン
は
プ
ロ
で
も
使
い
こ
な
せ
な
い
難
し
い
ク
ラ
ブ
だ

よ
」
と
言
わ
れ
た
と
私
に
訴
え
た
。
私
は
こ
れ
に
対
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
キ
セ
ナ
で
打
っ
た
ア
イ
ア
ン
は
き
れ

い
な
球
筋
で
真
っ
す
ぐ
飛
ん
だ
じ
ゃ
な
い
か
」
と
答
え
、

2
人
で
大
笑
い
し
た
。

　
私
の
家
内
と
2
人
の
娘
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
昭

和
46
年
12
月
〜
47
年
8
月
の
間
、
河
村
君
に
は
数
度
自

宅
で
の
夕
食
に
誘
っ
た
。
そ
の
都
度
彼
は
高
価
で
は
な

い
が
5
才
と
2
才
の
娘
が
大
喜
び
す
る
み
や
げ
を
持
参

す
る
セ
ン
ス
の
良
さ
を
持
っ
て
い
た
。
私
の
家
内
が
妊

娠
・
出
産
の
た
め
帰
国
、
河
村
夫
人
が
来
米
す
る
ま
で

の
約
2
か
月
、
ホ
テ
ル
代
に
音
を
上
げ
た
の
か
河
村
君

か
ら
「
菅
谷
さ
ん
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ま
わ
せ
て
ほ
し
い
、

家
賃
は
半
分
程
度
払
う
」
と
の
申
し
出
を
受
け
、
同
居

生
活
に
入
っ
た
。

　
一
緒
に
住
ん
で
意
外
だ
っ
た
の
は
、
掃
除
は
丁
寧
、

料
理
は
例
え
ば
船
便
で
運
ば
れ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
の
青
黒
い
カ
ビ
を
た
わ
し
で
こ
す
り
取
る
の
は
私

と
一
緒
だ
が
、
野
菜
と
牛
肉
を
そ
の
ま
ま
ラ
ー
メ
ン
と

煮
る
の
で
は
な
く
、
油
と
中
国
し
ょ
う
油
で
い
た
め
た

あ
と
で
ラ
ー
メ
ン
と
煮
る
な
ど
の
工
夫
も
あ
る
。
工
業

部
記
者
時
代
か
ら
相
性
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

当
時
の
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
永
田
晨
総
局
長
（
編
集

以
外
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
代
表
、
の
ち
日
経
Ｂ
Ｐ
社

長
）
が
「
あ
れ
だ
け
個
性
の
強
い
2
人
が
仲
良
く
同
居

し
て
い
る
の
は
不
思
議
」
と
評
す
る
ほ
ど
円
満
な
生
活

が
続
い
た
。

　
た
だ
そ
の
後
の
1
年
半
、
2
人
の
間
で
忘
れ
が
た
い

事
件
が
い
く
つ
か
発
生
、
こ
の
て
ん
末
は
次
回
。

※
次
号
は
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑭

　「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
（
下
③
）
で
す
。

日経ニューヨーク支局陣と訪米した成田専務（のち副社長）
ら山一證券NYオフィスメンバーとの懇親ゴルフ
後列左端が河村特派員、一人おいて菅谷、永田総局長、成田
専務、武田特派員、1973年に赴任した棚橋特派員。
（1973年5月、ニュージャージー州のヘイワース・ゴルフ倶楽部で）
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10 活躍する卒業生
12 グローバル教育センター
14 スタートアップセミナー自主自律

vol.3

02 

９
女
子
大
合
同
就
活
ゼ
ミ
が
ス
タ
ー
ト

08 

連
載「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゆ
く
え
」 　   

木
活
・
木
育
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る


